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（Bachelor of Social Work、BSW）を中心に訪問調査を実施した。2012 年 1 月 14 日と 22 日の
間にアメリカのアリゾナ州フェニックス市にあるアリゾナ州立大学（Arizona State University、






































































































第 1 回 挨拶と概要 Welcome and review
第 2 回 文化的多様性、抑圧及び対処 Cultural diversity, oppression and action
第一部 多様性と抑圧 Diversityandoppression
第 3 回 交差性 Intersectionality
第 4 回 抑圧の諸理論 Theories of oppression
第 5 回 多様性に関する理論的視点① Theoretical perspectives on diversity ①
第 6 回 多様性に関する理論的視点② Theoretical perspectives on diversity ②
第 7 回 抑圧の脱学習 Unlearning oppression
第二部 人種・民族的少数者の形成と遺産 Formationandlegaciesofracial/ethnicminorities
第 8 回 大量虐殺と植民地主義① Genocide and colonialism ①
第 9 回 大量虐殺と植民地主義② Genocide and colonialism ②
第 10 回 大量虐殺と植民地主義③ Genocide and colonialism ③
第 11 回 奴隷制と抑留① Slavery and imprisonment ①
第 12 回 奴隷制と抑留② Slavery and imprisonment ②
第 13 回 併合と移住① Annexation and migration ①
第 14 回 併合と移住② Annexation and migration ②
第 15 回 併合と移住③ Annexation and migration ③
第 16 回 併合と移住④ Annexation and migration ④
第 17 回 併合と移住⑤ Annexation and migration ⑤
第三部 ジェンダーと性的指向 Genderandsexualorientation
第 18 回 ジェンダー① Gender ①
第 19 回 ジェンダー② Gender ②
第 20 回 性的指向① Sexual orientation ①
第 21 回 性的指向② Sexual orientation ②
第四部 文化的に根拠をもつソーシャルワーク実践 Culturallygroundedsocialworkpractice
第 22 回 文化的規範と根拠をもつ実践 Cultural norms and grounded practice
第 23 回 コミュニティ実践と社会政策 Community practice and social policy
第 24 回 評価と研究 Evaluation and research
第 25 回 グローバル化① Globalization ①
第 26 回 グローバル化② Globalization ②
第 27 回 まとめ Wrap up
第 28 回 グループ発表① Group Presentations ①
第 29 回 グループ発表② Group Presentations ②








































































































第 1 回 導入と自己紹介 Introduction to the course and each other
第 2 回 批判的意識と批判的内省 Critical consciousness and critical reflexivity
第 3 回 差異を超えた関係構築 Relating across differences
第 4 回 アイデンティティ、ポジショナリティ、交
差性の概念
Not ions   o f   iden t i ty ,   pos i t iona l i ty   and 
intersectionality
第 5 回 アイデンティティと固定概念化 Identity and stereotyping
第 6 回 抑圧と特権への挑戦 Challenging oppression and privilege
第 7 回 性と異性愛中心主義 Sexuality and heterosexism
第 8 回 健常者中心主義と批判的障がい理論 Ableism and critical disability theory
第 9 回 批判理論と人権 Critical theory and human rights










第 12 回 カナダにおける移民と多文化主義 Canadian immigration and multiculturalism
第二学期
（反差別的実践戦略）
第 13 回 ソーシャルワーク実践における力関係 Power relations in social work practice












第 17 回 先住民族に対する差別への対抗 Resisting discrimination of First Nations people
第 18 回 女性に対する差別への対抗 Resisting discrimination of women
第 19 回 グローバル化と国際的な差別 Globalization and international discrimination
第 20 回 多重的及び交差的抑圧：貧困、人種、ジェ
ンダー、性的指向、その他の抑圧形態①
Multiple and  intersecting oppression: poverty, 
race,  gender,  sexuality  and  other  forms  of 
oppression ①
第 21 回 多重的及び交差的抑圧：貧困、人種、ジェ
ンダー、性的指向、その他の抑圧形態②
Multiple and  intersecting oppression: poverty, 
race,  gender,  sexuality  and  other  forms  of 
oppression ②
第 22 回 多様な人々の共通基盤の探究 Searching for common grounds within diverse 
populations
第 23 回 社会変革及びソーシャル・アクションに向
けた共同体形成を通じた差別への対抗
Resisting  discrimination  through  building 
community for social change and social action












































































































































































































































  1）法務省入国管理局．(2012) 平成 23 年末現在における外国人登録者数について（速報値）．
法務省．
  2）法務省民事局．(2012)　帰化許可申請者数等の推移．法務省．








  7）小内透編 . (2010) 2008 年北海道アイヌ民族生活実態調査：現代アイヌの生活と意識．北海
道大学アイヌ・先住民研究センター .


























































































































































































脱構築、変化は ､ 波長を合わせること、文化的価値観 ､ 信念
､ 伝統を理解すること、そしてより広い人権問題に対峙する
文化的グループのメンバーと批判的で内省的な対話をするこ
とで促進される。
出典：ビシャンティ シューポール（国際ソーシャルワー
ク学校連盟の委員長）, デイヴィッド　ジョーンズ（国
際ソーシャルワーカー連盟の共同委員長）, 岩崎浩三訳 . 
(2004) ソーシャルワークの教育及び養成のためのグローバ
ル基準 . 日本ソーシャルワーカー協会 .
付　録
